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指標５
（単位：　）

8,339 8,339
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基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等 平成21年7月28日記入

指標３
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

相模原市のイメージ定着度

平成20年度（決算）

8,339 1,610

企画財政局

経営監理課

１　施策の目的

石井　賢之課長名

第６章　彩りのある市民文化を創造します

相模原らしさの創出

年度

相模原らしさを創出、ＰＲし、市の知名度を向上することで、市民が相模原市に愛着と誇りを持てるようにし、郷土意識の醸成につなげる。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

２　施策の概要
相模原市が持つ様々な資源を見直し、外部へ発信する取組として、シティーセールスを推進している。

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

平成２０年度は事業費を計上しておらず、平成２１年度に実
施するシティセールスイベントの準備にかかる人件費のみで
あったため、減少している。人件費 3,220 1,610

事業費

77.2 80.0

目標値 実績値実績値 目標値

76.2 － 80.0－

目標値 実績値 目標値

86.0 86.0 86.082.2

指標１
（単位：％ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：％ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

-

総事業費・人員
（単位：千円・人）

市民の相模原市への愛着度【再掲】

基準値

市政に関する世論調査の「相模原市への愛着度」で、「感じ
ている」または「まあ感じている」と答えた率

シティセールスイベント実施時のアンケート結果における、
「相模原市と聞いて思い浮かべるイメージがある」と答えた
人の割合

本来は相模原らしさが創出されているかどう
かを直接検証できる指標が望ましいが、左
記指標【再掲】で代用する。
Ｈ２０は事業がなかったため、前年実績値を維持することを目標と
した。Ｈ２１は様々なシティセールスイベントを実施したため、翌年
度のＨ２２以降は基準値から５％程度の上昇を期待し、これを目標
とした。

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

第２節　郷土意識づくりの推進

16230

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。
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1

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

課題
「相模原らしさ」については、個人の価値観等により異なる性質のものであることから、施策の効果を測定するこ
とも困難である。

解決策
市としてＰＲを推進したい面を「相模原らしさ」として、シティセールス推進アクションプラン策定の中で位置づけ、
取組を推進する。

4　2　1効率性

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.031で全119施策の中で106番目。
○重要度は3.311で113番目である。
○改善要望度は-0.267で100番目である。

Ｈ20評価点評価点

２次評価

5
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計

１次評価

Ｂ

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

相模原らしさの創出

20代
30代

40代

50代

60代
70歳以上

北部西部

南部
津久井

５年未満
５年～１０年未満

１０年～２０年未満

２０年以上

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△
居住年数別 Ｈ21+

施策 3.031 106位 3.311 113位
２０代 2.839 106位 3.189 115位
３０代 2.841 110位 3.119 112位
４０代 2.932 106位 3.123 115位
５０代 2.859 117位 3.081 116位
６０代 3.106 107位 3.600 103位
７０歳以上 3.377 58位 3.566 104位
北部 3.147 82位 3.325 113位
西部 2.974 113位 3.383 111位
南部 2.892 117位 3.282 112位
津久井 3.194 58位 3.227 114位
５年未満 3.024 115位 3.120 78位
５年～１０年未満 3.122 112位 3.083 78位
１０年～２０年未満 2.957 117位 3.018 91位
２０年以上 3.201 114位 3.297 42位

満足度 重要度
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